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古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え

た
上
関
。
江
戸
時
代
に
は
、
朝
鮮
か
ら
日
本

に
や
っ
て
来
た
外
交
使
節
団
「
朝
鮮
通
信
使
」

の
寄
港
地
に
も
な
っ
て
お
り
、
通
信
使
ゆ
か

り
の
史
跡
が
今
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
「
ま
ち
の
宝
物
」
と
し
て
、
朝
鮮
通
信

使
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。 

 

◎
朝
鮮
通
信
使
と
は 

  

「
朝
鮮
通
信
使
」
は
、
朝
鮮
国
王
が
日
本

に
派
遣
し
た
公
式
の
外
交
使
節
団
で
す
。
通

信
使
と
は
、
「
信
（
よ
し
み
）
を
通
わ
す
使

者
」
と
い
う
意
味
で
、
平
和
外
交
と
文
化
交

流
の
役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

朝
鮮
通
信
使
の
始
ま
り
は
室
町
時
代
で
、

足
利
将
軍
か
ら
の
使
者
と
国
書
の
返
礼
で
３

回
来
日
し
て
い
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出

兵
（
文
禄
・ 

慶
長
の
役
） 

に
よ
っ
て
一 

時
国
交
断
絶 

し
て
い
ま
し 

た
が
、
江
戸 

時
代
に
な
り
、 

徳
川
家
康
が 

国
交
回
復
を 

望
み
、
１
６ 

０
７
年
に
朝 

鮮
通
信
使
が 

復
活
し
、
１ 

８
１
１
年
ま 

で
計
12
回
来 

～ みんなの力で上関町をもっと元気にしよう！ ～ 

自然菓子工房  欧 舌 

お お し た 
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営業時間 10:00～19:00 定休日 日曜日 

自然菓子工房 欧舌 

誰もが安心して食べられるおいしいお菓子を 

2014年８月号 

わいわい掲示板 

◆第５回 八島ふれあい祭り 
 

【日時】８月１４日（木） １６：００～ 

【会場】八島ふれあいセンター 

【イベント】盆踊り大会、カラオケ、夜店、くじ引きなど 

焼き鳥、焼きそば、フランクフルト、カレーライス、ビール、

焼酎、ジュース、タコ焼き、サザエの壷焼き、お刺身など八島名

物が勢ぞろいします。 

＊八島ドル（当日のみ有効）を、お一人様 

１０ドル進呈。八島ドルを使い切った方は 

日本円使用可。１ドル＝１００円とします。 

【主催】2014 八島ふれあい祭り実行委員会 

【問い合わせ】０８２０－６２－１８７２（大田勝） 
 

◆ＮＨＫ総合テレビ『ひるまえ直送便』に 

上関町が登場します！ 
 

番組リポーターが旅先で出会った方の口コミ情報をもとに、仕

込みなしで行うロケ企画。今回は山口県上関町へ。どんな出会い

が待っているか？ 

【番組名】「ひるまえ直送便／ぶっつけ本番 口コミ旅」 

【放送予定日時】 

前編：８月 ５日（火）１１：３０～１２：００ 

 後編：８月２６日（火）１１：３０～１２：００ 

日
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
３
回
は
文
禄
・
慶

長
の
役
で
捕
虜
に
な
っ
た
人
た
ち
を
連
れ
帰

る
こ
と
が
主
な
目
的
で
、
４
回
目
以
降
は
、

将
軍
の
交
替
や
世
継
ぎ
の
誕
生
の
際
に
祝
賀

使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

朝
鮮
通
信
使
の
ル
ー
ト
は
、
ソ
ウ
ル
を
出

発
し
、
釜
山
か
ら
大
阪
ま
で
は
海
路
を
利
用
、

大
阪
で
川
船
に
乗
り
換
え
京
都
へ
、
京
都
か

ら
は
陸
路
で
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
長
州

藩
内
で
は
下
関
と
上
関
の
二
か
所
が
主
な
寄

港
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
行
は
、
正
使
・
副
使
・
従
事
官
ら
総
勢

約
３
百
人
か
ら
５
百
人
。
一
流
の
学
者
・
医

師
・
詩
人
・
画
家
・
楽
隊
な
ど
も
随
行
し
て

い
ま
し
た
。
道
中
、
各
藩
の
接
待
を
受
け
な

が
ら
文
化
交
流
が
行
わ
れ
、
江
戸
で
は
両
国

が
国
書
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

          

 

ま
ち
の
宝
物
（
９
） 

朝 

鮮 

通 

信 

使 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本紙の掲載広告を募集中です 

1 回１枠 4000 円です 

お申し込みは編集部まで 

〒742-1401 上関町祝島 
携帯電話 090-1332-4897 
メール：minsyuku@iwaishima.jp 

http://iwaishima.jp/minsyuku/ 

 

はっぴーあいらんど 祝島 

民宿くにひろ 

祝島 
暑中お見舞い 

申し上げます 

◎江戸時代の朝鮮通信使 

朝鮮通信使のルート 

ソウル 

釜山 

対馬 
下関 上関 
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藍島 下蒲刈 

箱根 


